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一関－石越撓曲を横断する反射法地震探査

Seismic reflection profiling across the Ichinoseki-Ishikoshi Flexure in Iwate Prefecture,
Northeast Japan
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2003年宮城県北部の地震に続き，2008年岩手・宮城内陸地震が発生した宮城県北部から岩手県南部地域では，1900
年，1962年にも地震が発生しており，被災地域は限られているもののかなりの被害を記録している．このうち，1900年
地震は，従来Ｍ 7とされているが，武村（2005）では，被害の程度とその分布から，1962年や 2003年地震と同様にＭ 6
級と訂正している．これらの地震では，いずれも地表での明瞭な地変はわかっていない．
　仙北平野とその周辺では，北北東－南南西走向の緩やかな褶曲構造（築館背斜・伊豆沼向斜）が発達しており，大局

的には，これらの構造の東縁をなす一関－石越撓曲（松野，1967）が，奥羽脊梁山地側（北上河谷帯を含む）と北上山
地の境界をなす．しかし，一関－石越撓曲およびこれらの褶曲構造と，宮城県北部地域を震源とする過去の地震との関
係については，詳しく分かっていない．したがって，一関－石越撓曲の形状とその活動性を明らかにすることは，宮城
県北部で地震が多発している原因を考察する上でも重要である．そこで，本研究では，一関－石越撓曲周辺の地形・地
質調査に加え，この構造を横断する反射法地震探査を実施し，一関－石越撓曲及び周辺地域の活構造について検討した．
　この地域には，変位基準の指標となる最終氷期以降の地形面が，一関－石越撓曲の上盤側に当たる西側地域の河川

沿いに分布するが，東側地域には段丘化していない沖積面が広がる．一方，最終間氷期以前（中期更新世以前）の高位
地形面は，下盤側地域では丘陵頂部を中心に広く分布するに対して，西側地域では開析すすんだやせ尾根状の面が散在
する．これらの地形面の基盤をなす新第三系 (真滝層・金沢層など)は，概ね傾斜が 10°以下でほとんど顕著な変形は見
られないが，一関－石越撓曲の撓曲軸付近では，東に急傾斜（最大約 50度）する．
反射法地震探査は，上記のような一関－石越撓曲の地下構造をとらえることを目的として，2008年 6月 12日から 22

日にかけて実施した．測線は，岩手県一関市花泉町から金流川を渡って宮城県栗原市若柳町に至る 6.9kmに設定し，震
源は東京大学地震研究所所有の Minivib T-15000（IVI 社製）を使用した．得られる地震波形はデジタルテレメトリーシ
ステムGDAPS-4（(株)地球科学総合研究所製）を用いて 180chで収録した．受振点・発震点間隔は共に 10mとした．発
震はスィープ周波数を 10-100Hz，スィープ長を 20秒，標準スタック数を 5回と設定した．データは一般的な共通反射
点重合法によって解析した．
その結果，一関－石越撓曲の地下約 1km付近までの地下構造断面図を作成することが出来た．これに基づくと，一関－

石越撓曲を挟んで西側では，西に緩く傾斜した新第三系（中新統・下黒沢層など）が厚く堆積しているが，東側では，地
下試錐資料および区間速度の違いから明らかなように，不連続に新第三系は薄くなる．この薄層の新第三系直下は北上
山地を構成する先第三紀系（登米層）がしめる．一方，西側の厚い新第三系の下方には，先第三系またはそれから由来
した速度の速い地層が続くとみることができるが，その構造は不明瞭である．
本探査で確認された一関－石越撓曲直下の断層と，過去に宮城県北部地域で発生した地震の震源域での地下構造は類

似していると考えられるが，地形や地表地質からはそれらが直接には連続しないことから，場所によってこのような構
造がどのように区切られるのか，今後検討を進める．
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